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江戸時代の方法

薬を投与しながら経過を見る
ーアダプティブマネジメントー

西洋医学
検診による状態把握

医療の例を眺めてみよう

明治時代以降の動き

治療に反映

長い経験が必要。
医師ごとの個人差が大きい。
科学的背景、積み上げに不足。

理論的背景が明確であり、一般性が高い。
科学的積み重ねが可能である。
医師ごとの個人差は少ない。
最新の情報が有効である。

公共事業ではコンサルタントの役割ではあるが
⮚ 現状では江戸時代の手法に依存する
⮚ 最新の情報から疎外されている



背景

原田. 2015 
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2時限 水生植物管理への応用



⮚ 河床が沈水直物に覆われ、
アユ漁業などに影響

⮚ 礫は減少、水草は礫間から
生える



砂利河床: 

オオカナダモなし

オオカナダモ群落：
砂、泥交じり河床の深い領域

浅い領域: 

オオカナダモなし

砂利河床: オオカナダモなし

深い水域: オオカナダモ群落
適度な水深領域: 

オオカナダモ群落

さらに深い領域: 

オオカナダモ群落なし

河川内の沈水植物群落の分布

日射強度 vs.  沈水植物群落
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⮚ 水中光強度350μmol/s/m2程度でH2O2濃度が上昇、ストレス強度が増加
⮚ 水温が24Cより上昇すると共にH2O2濃度が一律に上昇、ストレスが高まる
⮚ 水深10－20㎝程度までは光強度が強すぎるために早く枯死する
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水温ストレスによる影響

光ストレスによる影響

H2O2：長時間続くと枯死

Aquatic Botany 198（2025）103868







複合ストレス付加の例
光 vs. Fe イオン
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Frontiers  Plant Sci. (2022) 13, 855477 



Fe イオン によるストレス: H2O2 concentration の増加量

(~0.2 H2O2(μmol/gFW)/Fe (ppm))
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群落形成可能領域

河床勾配

群落位置

全体のH2O2＝光阻害によるH2O2＋流速によるH2O2 ＜ 16μmol/gFW

オオカナダモ群落の形成領域

マニングの公式 平均流速 Vel＝1/n Depth2/3Slope1/2

水中の光強度 Light Intensity=I0 exp(-k.Depth）

Frontiers in Plant Science Vol.11 (2020) 



全体のH2O2濃度＝ȭi(ストレスiによって生ずるH2O2濃度）





クロロフィル濃度については「単一
種」、「複合種」差なし

コカナダモ : H2O2 濃度は複合培養の方が、水温に関わらず
単一種培養より高い

エビモ：H2O2 濃度は単一種培養の方が、水温に関わらず
複合種培養より高い

セキショウモ：H2O2 濃度は複合種培養の方が、水温に関わらず
単一種培養より高い

コカナダモ、セキショウモ: エビモの
アレロパシーの影響を受けている

生物ストレスの評価

コカナダモ エビモ セキショウモ

De Siva and Asaeda: Journal of Plant Interaction (2017) 
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3時限 河岸植生への応用
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遷移相 1

遷移相 2

流失

植生流失
植生流失

植生侵入

遷移相 1

CASiMiR DRIPVEM

流失

競争
枯死

侵入

洪水

RibAV

洪水位/土壌水分

洪水位/土壌水分

個体に基準を置く Individual based
遷移相に基準を置くPhase based

Recruitment Box

種子散布
種子定着

発芽
1年目生存

遷移相 3

個体生長

種 2種 1

個体生長

種子散布
種子定着

発芽
1年目生存

樹林化モデルの基本的考え
方

• 長期間（～100yrs）を対象
• 自然の氾濫原を含む広い領域が対象
• 十分な地形データ、水文データは必要とし

ない
• 植生タイプの把握が目的

• 短期間(~10yrs) が対象
• 比較的緻密な地形、水文データが必

要
• 通常堤外地が対象
• 樹木分布把握も可能

⮚ 多数の洪水から経験的にパターン把
握

⮚ 個体別樹木の動態把握と総合
化

必要となるプロセ
ス

特徴

可能性

洪水規模vs土砂堆積(経験関数）＞粗粒土砂の影響評価

高水位

高水位



河岸植生の比高別分布

Scientific Reports 12,1-15 (2022)



オニグルミ

オオタチヤナギ

ヨシ

セイタカヨシ
オギ

ᶺ 河岸植生は通常種によって群落を形成する比高が異なる。
ᶺ 種によって形態が異なるために、洪水流に対する抵抗も異なる。

ᶺ 洪水流に対する影響の評価には、種ごとの群落形成高さの評価が重要である。



土壌水分量に対する特性
ᶺ 水際に生育する種同士はほぼ同様な傾向
ᶺ 比高の高い場所に生育する種同士はほぼ同様な傾向を示す

土壌窒素濃度に対しては相関無し

土壌特性に対する過酸化水素濃度
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⮚ ヤナギ類 土壌水分量と共に低下 土壌水分はストレス低下に作用する
土壌水分が気孔開放に作用

⮚ 他の樹種 土壌水分濃度と共に上昇 土壌水分はストレス上昇に作用する
土壌水分が気孔の開閉に影響しない？

⮚ 樹種、場所、時期に関わらず類似した値をとる 安定した指標の可能性

樹木の特性
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4時限 藍藻対策











⮚ 水中においては、UVにおいて有機物が分解、過酸化水素は自然に発生
する

⮚ 過酸化水素は藍藻体内にも生成されることから、過酸化水素投入量を減
少させることができる

⮚ 水中の過酸化水素は、数時間中に、分解、気化することで水中から除か
れる

⮚ 過酸化水素は、藍藻に対しては有効に作用、枯死させるのに対し、他の
ウランクトン、魚、小動物に対しては、ほとんど影響がない

⮚ 過酸化水素は、これまでも野菜の洗浄などに用いられてきている

⮚ 藍藻の枯死に必要な過酸化水素濃度は4mg/L程度に限られ、費用も限
られる

過酸化水素の利用





藍藻細胞中の過酸化水素量の評価

Scientific Reports
Vol.14,1-16 (2024)





















まとめ

�生物環境の調査において、これまで主に確認される種をリス
トアップする手法が用いられてきているが、限られた数の調
査からは得られる情報は限られる。

�生理学的な手法においては、それぞれの結果から因果関係が
得られることから、単独の調査からでも、様々な情報が得ら
れ、対策もたてやすい。

�生理学では、様々な化学式の上に理論体系が造られており、
敬遠されがちではあるが、高校の生物IIの知識からでも十分
な結果が得られる。

�河川や湖沼の生物環境の調査においても、生理学的視点での
調査が望まれる段階にきている。



SATREPS で得られた興味深いテーマ
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Thank you 
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